
１．次のベクトルは 1 次独立か否か。2

（1） ( )1,1,11 −=a 、　 ( )0,1,22 =a 、　 ( )5,2,03 −=a

（2） ( )0,1,0,11 =a 、　 ( )1,1,1,22 =a 、　 ( )3,2,1,03 =a

（1） 0332211 =++ acacac が成立したとすると、

21 2cc + 　　 0=
02 321 =−+ ccc

1c− 　   05 3 =c

 これらから、 321 ,, ccc をとくと、 0321 === ccc とすべて０となる。よって、 321 ,, aaa は

1 次独立となる。

（2） 0332211 =++ acacac が成立したとすると、

21 2cc + 　　 0=
032 =+ cc

02 321 =++ ccc 　   

03 32 =+ cc

 これらから、 321 ,, ccc をとくと、 0321 === ccc とすべて０となる。よって、 321 ,, aaa は

1 次独立となる。

２．ｎ次元ベクトルが（ｎ＋1）個以上あればそれらは一次従属であることを示せ。

0....... 112211 =++++ ++ nnnn acacacac 　が 1 次従属ではないとする。
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　とすると

1+na は 1 次結合となるので、成り立たないので、1 次従属となる。

３．次の 3R の平面は部分ベクトルである。基底を作りそれを証明せよ。

（1） 03 =−+ zyx

（2） 02 =− yx

（1）２つの 1 次独立なベクトルをとればよいから、

( )1,0,11 =a

、　　
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とおく。またこれが 1 次独立であることは、 02211 =+ acac が成立したとすると、

　　　　 03 21 =+ cc



　　　　　　 02 =− c

1c 　　　 0=
これらから、 21 ,cc をとくと、 021 == cc とすべて０となる。よって、 21 ,aa は

1 次独立となる。

（2）２つの 1 次独立なベクトルをとればよいから、

( )0,2,11 =a
、　　

( )1,0,02 =a

とおく。またこれが 1 次独立であることは、 02211 =+ acac が成立したとすると、

1c 　　　 0=
　　　　 12c 　　 0=

02 =c 　　　

これらから、 21 ,cc をとくと、 021 == cc とすべて０となる。よって、 21 ,aa は

1 次独立となる。


